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度を育てる。」（家庭）であった。「家庭」については平
成20年版の学習指導要領で、全体目標ではなく各学年
の内容において「地域」の用語に類似する「近隣の人々」
という表現が使用されていたが、それが「地域」とい
う言葉に改まり、さらに全体目標として掲載されるよ
うになっている。
12) たとえば平成20年版学習指導要領解説では、第１学
年及び第２学年の話すこと・聞くこと領域の「ア 話題
設定や取材に関する指導事項」として、「「経験したこ
と」は，低学年であることを考え，学級や学校，地域
や家庭の行事に参加したこと，学校や地域を探検して
きたことなどから取り上げていくようにする。」こと
が求められている。
13) たとえば「音楽」でも同様に、「児童が音楽科の学習
で得た音楽経験を，学校生活や家庭，地域社会での生
活に生かすことによって，生活は明るく潤いのあるも
のになっていく。」という記述や「図画工作」での「生
活や社会の中の形や色などと豊かに関わる資質・能力
とは，図画工作科の学習活動において，児童がつくり
だす形や色，作品などや，家庭，地域，社会で出会う
形や色，作品，造形，美術などと豊かに関わる資質・
能力を示している。」という記述がある。
14)「地域」という文言は使用されていないものの、国語
科において「地域」が関わる事柄に「方言」がある。
ここでいう「方言」とは、地域方言のことを指してい
るためである。新学習指導要領では第５学年及び第６
学年において、我が国の言語文化に関する事項として、
「ウ 語句の由来などに関心をもつとともに，時間の
経過による言葉の変化や世代による言葉の違いに気付
き，共通語と方言との違いを理解すること。」が示され
ている。
15) 平成20年版学習指導要領解説・国語の中の〔伝統的な
言語文化と国語の特質に関する事項〕において「地域」
に言及していたのは、第１学年及び第２学年「古事記，
日本書紀，風土記などに描かれたものや，地域に伝わ
る伝説など」、第３学年及び第４学年「各地域に縁のあ
る歌人や俳人，地域の景色を詠んだ歌や句」のみであっ
た。
16) 府川源一郎（2005）「地域言語文化の発見と創造」科
学的『読み』の授業研究会編『国語科小学校・中学校
新教材の徹底研究と授業づくり』学文社, pp.162-163
17) 保科孝一（1932）『國語教育を語る』育英書院, pp.80-81
保科は「今日のごとき教科書を専用する場合には、教
育の地方的色彩が乏しくて、なんらの特徴もないきわ
めて平淡なものになつてしまう恐がある。（中略＝稿
者）鄕土教材に重きをおくの（ママ）必要はふかく論
ずるまでもない」と述べている。
18) 奉天千代田小學校國語部（1934）「讀方教材の時間配
當と配列」『南滿洲鐵道株式會社地方部學務課 研究要
項（初等學校）』第二輯, pp.1-62
19) 山口幸男（2002）『社会科地理教育論』古今書院, pp.
135-137
山口によれば、目的概念とは地域の学習それ自体を学
習の目的とするもので、地域の知識・理解をはかると
いう知的側面と、地域の発展に貢献しようとする態度
の育成といった情意的・態度的側面とがあることが記
されている。また方法概念とは、地域の学習をその後
の学習のための方法として位置づけるもので、社会科
でいえば地理学習に関する興味関心を喚起させたり、
地理的見方・考え方を身につけさせたりすることをね
らいとするなどがあるという。山口が分析している学
習指導要領は平成10年版までであるが、これまで「小
学校中学年の地域学習は主として目的概念としての捉
え方であり、中学校地理的分野の身近な地域の学習は
目的概念と方法概念の両者が含まれていて、そのどち
らに重点が置かれているかは時代によって変わってき
た。」と分析されている。
20)「『関係人口』ポータルサイト」，総務省
http://www.soumu.go.jp/kankeijinkou/ (2019/04/18 参照)
総務省によると、「「関係人口」とは、移住した「定住
人口」でもなく、観光に来た「交流人口」でもない、
地域や地域の人々と多様に関わる人々のこと」を指し
ており、地方圏における「地域づくりの担い手不足と
いう課題」に対し、「「関係人口」と呼ばれる地域外の
人材が地域づくりの担い手となることが期待されて
い」ると説明されている。
21) エドゥアルト・シュプランガー著 岩間浩訳（1981）
『小学校の固有精神』槇書房
シュプランガーは、自分自身の世界観である「固有世
界」とその外側にある「文化世界」との関係性につい
て述べており、両者が分離したり、どちらか一方が活
躍したりするようでは人間としての本質を失うため、
両者双方向に往来可能な橋を架けることが小学校の役
割とされ、また人間のあり方は常に「固有世界」から
出発することを忘れてはいけないと主張している。
「固有世界」は自身の世界であるため狭い眺望である
が精神を生き生きとさせるために重要な役割を担うと
されている。したがって、その人の生の充実に向かう
延長に地域の学びがあるという方向性がここにはみら
れるのである。
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